
 
 
  

本康歯科ニュース 

 
世界中のどの歯医者に行くよりも、この歯医者に来て良かった！！」と思ってもらえる歯科医院めざして！ 
 

歯の寿命を縮めてしまう危険な行為、歯ぎしり（食いしばり） 

寝ているときの歯ぎしりは、本人はまったく気にならないのに、周りの人は、慣れるまで耳障りだったりします。 

歯ぎしりは自分では意識の無い、寝ているときに行われるため、食べるときなどでは使わないほどの強い力で、かん

だまま歯をギリギリと擦り合わせることがあります。 

このとき歯を強く揺らす動きも発生します。この動きは、歯を抜くときに緩めるために行う動きにも似ています。こ

れが毎日繰り返し行われるため、ダメージも少しずつ蓄積されていくのです。 

歯ぎしりの種類は 3つ■上下の歯を擦り合わせる■上下の歯をぶつけあう■上下の歯を強くかみ締める 

この 3種類が組み合わさって歯ぎしりをしていることもあります。 

こんなところにも変化が…… 

歯ぎしりが強い人は、下の歯の内側の骨がイボのように盛り上がったりします。歯に大きな負担がかかっているた
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